
建
交
労
は
１
１
月
１
０
日
（
木
）
全

労
連
や
交
運
共
闘
と
共
に
秋
の
中
央
行

動
を
行
い
、
各
業
種
部
会
が
そ
れ
ぞ
れ

要
請
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
衆
議
院

第
二
会
館
で
は
、
建
交
労
軽
貨
物
ユ
ニ

オ
ン
（
高
橋
委
員
長
（
神
奈
川
県
本
部

書
記
長
）
）
が
立
教
大
学
経
済
学
部
の

首
藤
若
菜
教
授
や
東
京
法
律
の
水
口
洋

介
弁
護
士
と
共
に
「
軽
貨
物
ド
ラ
イ
バ
ー

の
働
き
方
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
建
交
労
中
央
本
部

角
田
執
行
委
員
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、

マ
ス
コ
ミ
や
業
界
が
注
目
す
る
中
、
ア

マ
ゾ
ン
や
楽
天
な
ど
大
手
に
対
抗
す
る

た
め
の
幅
広
い
団
結
の
重
要
性
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
部
会
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転

者
が
人
間
ら
し
く
働
け
る
ル
ー
ル
の
確

立
と
魅
力
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
産
業
の
実
現

を
求
め
、
国
交
省
や
厚
労
省
へ
要
請
し
、

事
前
に
仲
間
に
協
力
頂
い
た
署
名
を
提

出
し
ま
し
た
。
２
０
２
４
年
４
月
実
施

の
「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
自
動
車
運

転
業
務
（
年
間
９
６
０
時
間
以
上
の
時

間
外
労
働
を
可
能
に
す
る
法
）
に
反
対

す
る
立
場
で
、
週
１
５
時
間
、
月
４
５

時
間
、
年
３
６
０
時
間
の
限
度
基
準
告

示
の
適
用
を
求
め
ま
し
た
。

建
交
労
建
設
６
部
会
（
ダ
ン
プ
部
会
、

セ
メ
ン
ト
生
コ
ン
部
会
、
労
災
職
業
病

部
会
、
重
機
部
会
、
建
設
現
場
部
会
、

建
設
・
関
連
部
会
）
は
第
３
７
次
大
手

ゼ
ネ
コ
ン
要
請
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

Ａ
班
Ｂ
班
に
分
か
れ
、
飛
島
建
設
、
鉄

建
建
設
、
竹
中
土
木
、
安
藤
ハ
ザ
マ
、

奥
村
組
、
戸
田
建
設
、
西
松
建
設
、
鴻

池
組
に
対
し
、
事
前
に
送
付
し
た
要
請

書
に
対
す
る
回
答
を
求
め
ま
し
た
。
公

共
工
事
設
計
労
務
単
価
が
１
０
年
連
続

で
引
き
上
げ
ら
れ
た
事
を
受
け
、
下
請

け
労
働
者
へ
の
適
正
な
労
務
費
の
支
払

い
や
、
建
設
現
場
の
週
休
２
日
の
実
現

を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
安
全
・
安
心

な
ク
レ
ー
ン
作
業
の
実
現
や
、
生
コ
ン

の
品
質
確
保
と
安
定
供
給
実
現
に
向
け

た
残
コ
ン
戻
り
コ
ン
の
軽
減
、
安
全
・

安
心
な
ダ
ン
プ
輸
送
を
目
指
し
過
積
載

根
絶
と
１
２
条
団
体
の
使
用
促
進
、
ト

ン
ネ
ル
じ
ん
肺
新
救
済
法
（
案
）
の
創

設
の
た
め
日
建
連
へ
の
働
き
か
け
等
を

求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
ダ
ン
プ
部
会
は

昨
年
７
月
に
発
生
し
た
熱
海
の
土
石
流

災
害
に
触
れ
、
本
年
５
月
に
公
布
さ
れ

た
「
盛
土
規
制
法
」
に
基
づ
き
、
建
設

発
生
土
は
元
請
け
責
任
で
適
正
に
処
分

す
る
よ
う
徹
底
を
求
め
て
い
ま
す
。

１
０
月
２
９
日
（
土
）
、

東
京
事
業
団
高
齢
者
部

会
第
１
７
回
定
期
総
会

を
、
建
交
労
中
央
本
部

大
会
議
室
に
て
開
催
し

ま
し
た
。
３
２
名
の
参

加
で
し
た
。
宮
本
事
務

局
長
に
よ
る
経
過
報
告

で
は
、
高
齢
者
事
業
団
、

北
斗
企
業
組
合
、
城
南

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
そ
れ

ぞ
れ
の
仕
事
獲
得
と
就

労
確
保
の
闘
い
、
仕
事

拡
大
に
向
け
た
国
・
自

治
体
へ
の
要
請
行
動
に

つ
い
て
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。
今
後
の
活
動
方

針
に
つ
い
て
は
、
建
交

労
東
京
に
結
集
す
る
各

事
業
団
を
、
高
年
齢
者

雇
用
安
定
法
５
条
・
３
６
条
に

よ
る
援
助
育
成
団
体
と
し
て
、

東
京
都
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
準
じ
る
団
体
へ
と
認
定

さ
せ
る
運
動
、
仕
事
拡
大
や
単

価
引
き
上
げ
の
要
求
前
進
、
自

転
車
・
生
命
・
火
災
・
医
療
・

火
災
水
害
な
ど
共
済
の
推
進
、

国
負
担
に
よ
る
最
低
基
礎
年
金

の
創
設
、
介
護
保
険
制
度
の
抜

本
改
善
、
７
５
歳
以
上
の
保
険

料
２
割
負
担
反
対
な
ど
社
会
保

険
制
度
を
充
実
さ
せ
、
格
差
と

貧
困
を
な
く
し
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
実
現
す
る
運
動
を
強
化
し

て
い
く
こ
と
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
各
職
場
よ
り
、
「
公

園
の
改
修
に
よ
り
清
掃
の
仕
事
が
減
っ

た
が
、
代
替
え
と
し
て
別
の
清
掃
の
業

務
の
仕
事
が
受
注
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
る
。
」
「
現
場
の
協
力
が
な
い
と

仕
事
は
回
ら
な
い
、
物
価
高
な
ど
生
活

苦
も
あ
る
た
め
一
時
金
の
増
額
を
求
め

た
い
。
」
「
現
場
を
５
人
で
回
し
て
い

る
が
そ
れ
ぞ
れ
責
任
感
を
も
っ
て
業
務

に
あ
た
っ
て
お
り
毎
日
が
楽
し
い
。
」

「
慢
性
的
な
人
手
不
足
と
な
っ
て
い
る
、

応
募
が
来
る
よ
う
チ
ラ
シ
を
、
あ
る
駅

前
の
施
設
に
お
い
て
も
ら
う
よ
う
調
整

し
て
い
る
。
」
な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
他
、
財
政
報
告
と
予
算
案
、

役
員
改
選
な
ど
全
て
の
提
案
は
全
会
一

致
で
決
議
さ
れ
、
総
会
は
終
了
し
ま
し

た
。

【
書
記
長

遠
藤

晃
】
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全
労
連
・
建
交
労
１
１
月
１
０
日
～
１
１
日
秋
の
中
央
行
動
開
催



武
力
で
は
平
和
は
つ
く

れ
な
い
つ
な
ご
う
憲
法
を

い
か
す
未
来
へ
１
１
・
３

憲
法
大
行
動
が
１
１
月
３

日
（
木
・
祝
）
１
４
時
～

国
会
前
で
４
２
０
０
人
参

加
、
建
交
労
か
ら
は
５
名

参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
北
朝
鮮
が
ミ
サ

イ
ル
を
発
射
し
、
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
が
鳴
る
事
態
で
の
集
会

と
な
り
、
「
改
憲
反
対
！
」

「
大
軍
拡
反
対
！
」
の
プ

ラ
カ
ー
ド
が
並
ん
だ
中
で
、

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員

会
代
表
の
藤
本
泰
成
さ
ん

が
挨
拶
し
ま
し
た
。

「
岸
田
政
権
は
、
北
朝
鮮
や
中
国
の

脅
威
を
煽
り
、
防
衛
費
２
倍
化
や
反

撃
能
力
＝
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有

を
狙
っ
て
い
る
。
私
た
ち
の
安
全
は

武
力
で
は
保
障
さ
れ
な
い
。
も
う
二

度
と
国
の
た
め
に
命
を
失
う
若
者
つ

く
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
訴
え
ま
し

た
。
国
会

議
員
、
弁

護
士
、
落

語
家
、
大

学
生
等
リ

レ
ー
ス
ピ
ー

チ
が
行
わ

れ
、
ま
と

め
の
あ
い

さ
つ
で
は
、

「
大
軍
拡
や
改
憲
よ
り
物
価
高
対
策
、

コ
ロ
ナ
対
策
、
い
の
ち
や
く
ら
し
を

守
る
政
治
へ
転
換
さ
せ
よ
う
と
世
論

が
高
ま
っ
て
い
る
。
た
た
か
い
を
大

き
く
広
げ
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ら
れ

ま
し
た
。

【
常
任
執
行
委
員

江
部

明
子
】

１
１
月
９
日
（
水
）

東
京
建
設
・
関
連
部
会

は
第
２
４
回
定
期
総
会

を
リ
モ
ー
ト
併
用
で
開

催
し
ま
し
た
。
全
国
建

設
・
関
連
部
会
の
取
り

組
み
で
あ
る
設
計
士
の

適
正
な
業
務
報
酬
実
現

を
目
指
す
運
動
や
、
建

交
労
中
央
本
部
建
設
６

部
会
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
交

渉
で
の
現
場
監
督
の
週

休
２
日
実
現
へ
向
け
た

要
請
行
動
、
国
交
労
組

や
全
建
総
連
加
盟
組
合

で
組
織
す
る
建
設
首
都

圏
共
闘
会
議
へ
の
結
集
な
ど
、
コ
ロ

ナ
禍
に
負
け
ず
に
活
動
し
た
１
年
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
い
し
ず
え
分

会
の
金
田
正
夫
建
築
士
の
環
境
問
題

に
対
す
る
取
り
組
み
に
部
会
と
し
て

積
極
的
に
賛
同
し
、
土
壁
塗
り
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
多
く
の
仲
間
が

参
加
し
ま
し
た
。
今
年
も
部
会
の
宣

伝
行
動
を
１
１
月
３
０
日
（
水
）
１

９
時
～
中
野
駅
前
で
開
催
し
ま
す
。

【
東
京
建
設
・
関
連
部
会

事
務
局
長

笹
原

和
樹
】
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２
０
２
１
年
７
月
に
発
生
し
た
熱
海

市
伊
豆
山
地
区
土
石
流
は
、
死
者
２
６

名
、
行
方
不
明
者
１
名
の
甚
大
な
被
害

を
だ
し
ま
し
た
。
流
れ
た
土
砂
は
、
神

奈
川
県
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
残
土
、
い

わ
ゆ
る
違
法
盛
土
で
し
た
。
土
砂
の
量

は
５
．
５
万
㎥
、
小
学
校
の
２
５
ｍ
プ
ー

ル
１
２
０
個
分
に
相
当
し
ま
す
。
今
、

熱
海
の
土
石
流
の
１
０
０
倍
を
超
え
る

建
設
残
土
が
、
リ
ニ
ア
工
事
で
発
生
し

て
い
ま
す
。
超
電
導
磁
気
浮
上
方
式
で

時
速
５
０
５
㎞
／
時
で
走
る
Ｊ
Ｒ
東
海

リ
ニ
ア
新
幹
線
は
総
工
費
９
兆
３
０
０

億
円
、
品
川
～
名
古
屋
間
を
約
４
０
分
、

品
川
～
大
阪
間
を
約
６
７
分
で
結
び
ま

す
。
２
０
２
７
年
に
開
業
す
る
東
京
～

名
古
屋
間
は
８
６
％
が
ト
ン
ネ
ル
で
す
。

大
量
に
発
生
し
て
い
る
リ
ニ
ア
残
土
が
、

い
っ
た
い
ど
こ
に
持
ち
込
ま
れ
る
の
か
、

１
０
月
２
９
日
（
土
）
建
設
首
都
圏
共

闘
神
奈
川
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
リ
ニ
ア
残
土

処
分
予
定
地
及
び
熱
海
土
石
流
現
場
の

視
察
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
「
リ
ニ

ア
新
幹
線
を
考
え
る
相
模
原
連
絡
会
」

の
方
の
案
内
で
向
か
っ
た
先
は
処
分
予

定
地
新
戸
の
採
石
場
で
す
。
近
く
を
道

志
川
が
流
れ
、
急
勾
配
な
土
地
に
、
約

１
２
５
万
㎥
の
残
土
を
６
０
ｍ
の
高
さ

に
盛
土
す
る
予
定
と
の
事
。
民
間
の
土

地
の
上
、
土
砂
の
搬
入
量
は
５
年
に
１

回
の
事
後
報
告
、
年
２
回
の
現
地
で
の

口
頭
報
告
の
み
で
、
搬
入
土
砂
の
中
身

の
チ
ェ
ッ
ク
は
無
く
事
業
者
任
せ
で
す
。

再
び
熱
海
の
悲
劇
が
繰
り
返
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
建
交
労
全
国
ダ
ン
プ

部
会
は
施
主
や
元
請
け
が
最
後
ま
で
責

任
を
持
つ
法
整
備
を
求
め
て
い
ま
す
。

１
１
月
５
日
（
土
）
、
「
第
８
回
は

た
ら
く
女
性
の
東
京
集
会
」
が
エ
デ
ュ

カ
ス
東
京
で
開
か
れ
ま
し
た
。
建
交
労

東
京
女
性
部
か
ら
は
２
名
が
参
加
し
、

会
場
一
杯
の
参
加
者
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン

３
０
余
名
の
参
加
で
し
た
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
で
は
、
「
笹
の
家
小
夏
」
さ
ん
に

よ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
落
語
を
聞
い
て
心
が

ほ
ぐ
れ
た
と
こ
ろ
、
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

人
は
な
ぜ
午
後
４
時
に
仕
事
が
終
わ
る

の
か
」
の
著
者
で
あ
り
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

・
ユ
ヴ
ァ
ス
キ
ュ
ラ
大
学
大
学
院
で
修

士
号
を
取
得
さ
れ
た
堀
内
都
喜
子
さ
ん

の
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。
日
本
で
も
お

な
じ
み
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
首
相
マ
リ

ン
さ
ん
は
、
３
４
歳
で
首
相
に
な
り
閣

僚
１
９
名
中
１
２
名
が
女
性
で
産
休
や

育
休
を
８
人
が
取
る
と
、
そ
の
間
同
じ

党
の
他
の
人
が
替
わ
り
を
務
め
、
若
手

に
も
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
る
と
の
こ

と
。
男
女
共
働
き
で
、
７
０
年
代
に
配

偶
者
控
除
を
撤
廃
し
、
法
に
よ
る
差
別

の
禁
止
、
保
育
制
度
を
は
じ
め
家
族
全

体
を
支
え
る
社
会
保
障
や
質
の
高
い
教

育
、
生
涯
を
通
じ
た
学
び
、
や
り
直
し

の
で
き
る
再
教
育
に
も
力
を
い
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
貧
困
と
格
差
の
広
が
る

日
本
と
は
大
違
い
で
、
本
当
に
「
う
ら

や
ま
し
い
」
の
一
言
で
し
た
が
、
私
た

ち
の
活
動
に
も
希
望
を
与
え
、
視
野
を

広
げ
て
く
れ
る
講
演
で
し
た
。
引
き
続

き
建
交
労
東
京
女
性
部
に
結
集
し
、
働

く
女
性
の
権
利
獲
得
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
！
【
東
京
女
性
部
委
員

廣
川

陽
子
】

■１２月 ４日（日）１３時半～東京都本

部２３春闘討論集会／東京トラック健保

会館（半蔵門線５番出口）

■１２月２６日（月）１０時～西東京バス

同一労働・同一賃金を求める裁判／東京

地裁立川支部４０４号法定

※新春旗開きはコロナ禍を考慮しやむを得

ず中止と致します。

組合掲示板

１１．９東京建設・関連部会 第２４回定期総会開催

現場監督の完全週休２日制、建築士の適正な業務報酬実現を


